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するならば，創世記 1 章 26~27 節には，創造主である神が人聞を造った基本的概
念が言明されている。
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で打ち殺したので，彼は死んだ。 (民数記 15 ・ 32~36)
問題は，薪を拾うことがなぜ安息日を汚す行為と判断されるに到ったかである。
旧約聖書では，安息日に火を焚くことや調理をすることは，仕事と見なされ明確
に禁止されていた(出 35:3， 16: 23)。薪集めの出来事に関し， J. Weingreen 
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庇性幹細胞 (ES細胞， Embryo Stem Cell)の集団とほぼ同等の多能性を持つ，
つまり，生殖細胞を含む全ての細胞を作る能力を有する幹細胞になるという iPS





















日) 122 週~25 週の胎児は早産した場合，呼吸器系がまだ未熟であるため，しばしば死亡す
る」と説明されているように， 22週以降であれば母体外生存の可能性がある。また，第
26~29 週では「胎児が早産で生まれで も集中治療を受けた場合には， 肺が呼吸できるよ
うになっているのでほとんど助かる ・jと説明されているとおり，生存が確実となってく






へ j日本評論社， 2001年， 103頁。
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胞が形成される 9~10 週目，町内部細胞が匪葉という細胞に変化する 3 週目，附
桑実歴が匪盤胞に変化し子宮に到達する 5~6 日日， 67) 受精の時，聞などが提案
されている。受精時を生命誕生とするローマ法王庁は，生命の萌芽である ES細胞









(We hold these truths to be self-evident， that al men are created equal， that 
they are enc10wed by their Creator with certain unalienable Rights， that 
among these are Life， Liberty and the pursuit of Happiness.) Jと明記し，人権
の起源を創造主 (Creator)に帰している。 71) これは，上述の人開発生に関する議
論に聞かれた表現であると解される。さらに， 1948年の国連総会において採択さ
れた世界人権宣言の第一条は「すべての人聞は，生まれながらにして自由であ





関係してくる。[ヒ卜はいつ人になるのかJ 65~67 頁。 riPS 細胞J25~30 頁。「有機体と
しての同一性を重視するなら，受精後 14日目一着床ーが決定的である。これに対して発
達の潜在性で十分とするなら，精子と卵細胞の融合が重要となる。Jr医の倫理J236頁。
68) カトリッ クは，I受精」の時をヒトの始まりとする。ただし， I受精」とは，精子と卵子の
核が融合し，治伝子的性が決定される時のことであり，特に， I受精の瞬間」という表現
は観念的なものである。この場合，例えば，顕微鏡受精操作は人工的に生命を作りだした
瞬間であると考えられる。村上陽一郎I生命を語る視座 先端医療が問いかけること j 
NTT出版， 2002年， 104~5 頁。『生命倫理ハンドブック J 121頁。
69) イェリネックは，人権宣言の淵源をアメリカ諸州の権利章典に見出している。 G.イェリ
ネック『人権宣言』美濃部達吉訳，日本評論社， 1946年， 79-80頁。また，フーバーとテー





ということである」と記している。 W フー パー ， H.Eテート『人権の思想、 法学的・
哲学的・神学的考察-J河島幸夫訳，新教出版社， 1980年， 240~4 1 頁。





human beings are born free and equal in dignity and rightsJと記されてお
り，m 人権の付与を出産の時と認定しての記載であると解される。いずれにして
も， iPS細胞やクローン技術などによる生命の始まりの議論に対応できるもので
はない。このような現実において，生命倫理に関する法的整備は焦眉の急であり，
また，各種倫理委員会のありかたを考えることも重要である。74)ロボッ ト開発の
道は，機械としてのロボット製作という領域をはるかに超え，人間とは何かとい
う根本命題にまで到達している。聖書の著者たちが繰り返し問うた「主よ，人間
とは何ものなのでしょうJ(ヨブ7:17，詩8:5， 144: 3)の言葉が，今日のロ
ボット開発においても改めて問われているのである。このような現代において，エ
レミヤ書l章 4"-'5節の章句をどのように理解するかなど，聖書釈義研究が参与
すべき課題は，少なくないのである。
主の言葉がわたしに臨んだ。「わたしはあなたを母の胎内に造る前からあな
たを知っていた。母の胎から生まれる前にわたしはあなたを聖別し，諸国民
の預言者として立てた。」
(エレミヤ 1・4"-'5)
間『人権宣言集J403頁。
73)外務省ホームページ参照。 (http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/udhr/index.html# 
top) 
74) r医の倫理J277~87 頁。
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